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令和５年度 事業報告書 

 

約３年に及ぶ新型コロナウイルス感染症の影響により、貸切バス事業は利用者が激減し

た。さらに、燃料の高騰も重なり、大変厳しい状況が続いたが、令和５年度後半になって海

外からの観光客が増加して回復の兆しが見えて来つつあり、事業の好転が期待されている

ところである。 

しかしながら、運輸業界全体の人材不足と改善基準告示の改正等が影を落として、貸切バ

ス事業を取り巻く環境は、依然として厳しい状況が続いている。 

このような状況の中で、令和５年度のセンターの事業運営は、巡回指導については着実に

実施し、効率的な巡回指導を推進してきた。また、法人運営については、役員報酬及び人件

費の削減、経費の更なる削減を図り、効率的な事業運営に取り組んできた。 

令和５年度の各業務項目については、以下のとおりである。 

 

１ 巡回指導業務 

（１）巡回指導 

    適正化事業の実施にあたっては、関東運輸局及び地方バス協会との連携を図り、 

センター及び地方バス協会において１，３２３の営業所に着実に巡回指導を実施

した。その結果、特に行政に通報を行う重大な案件はなかった。また、改善要請

を行った６９８の営業所については、改善報告未提出の事業者が２営業所あった

（うち１営業所はその後に事業廃止、１営業所は監査済）。 

本年度の巡回指導実施実績及び指導項目は次表のとおりとなっている。 

 

巡回指導実施実績数（関東運輸局管内） 

令和５年度 
実施計画 
営業所数 
（カ所） 

実施営業

所数 
（カ所） 

内  訳 

センター分 
（カ所） 

地方バス協会委託分 
（カ所） 

計画件数 実施件数 計画件数 実施件数 
４月 １２９ １１９ ５０ ５０ ７９ ６９ 
５月 １２０ １１５ ５０ ４３ ７０ ７２ 
６月 １２０ １２１ ５０ ４５ ７０ ７６ 
７月 １２０ １１７ ５０ ４３ ７０ ７４ 
８月 １１０ １１６ ４０ ４２ ７０ ７４ 
９月 １２０ １１２ ５０ ４１ ７０ ７１ 

１０月 １２０ １１６ ５０ ４１ ７０ ７５ 
１１月 １２０ １０９ ５０ ４２ ７０ ６７ 
１２月 １１５ １１６ ４０ ４５ ７５ ７１ 
１月 １００ １０７ ４０ ４１ ６０ ６６ 
２月 １０２ １０３ ３２ ３４ ７０ ６９ 
３月 ６３ ７２ ０ ３１ ６３ ４１ 

計 １,３３９ １,３２３ ５０２ ４９８ ８３７ ８２５ 
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指導項目 

区 分 件 数 
事業計画等 １７ 
帳票類の整備・報告等 ２６０ 
運行管理等 １,２４７ 
運送引受書及び営業区域・運賃 ３９５ 
車両管理等 ９０ 
労働基準法等 ９８ 
任意保険加入 ９ 

苦情処理  ２ 

運輸安全マネジメント等 ７６ 

その他 ２５ 

 

（２）過去の通報案件 

    巡回指導の結果、指導監督未実施や改善未報告等で行政に通報した件数は以下

のとおりとなっている。 

① 平成３０年度 ：３件 

② 令和 元年度 ：５件 

③ 令和 ２年度 ：４件 

④ 令和 ３年度 ：６件 

⑤ 令和 ４年度 ：０ 

合計１８件で、この内３件は事業廃止となっており、残りの１５件については

行政が監査を実施し６件が事業廃止、９件が車両停止等の厳しい行政処分となっ

ている。 

 

（３）適正化事業指導員の資質の維持・向上 

    令和５年度においては、適正化事業指導員の資質の維持・向上のために地方バ

ス協会指導員を含めた合同指導員研修会を実施した。研修会ではグループワーキ

ングによる課題検討を行い、その検討結果を各班担当者から発表を行うことによ

り、課題に対する共通認識が図られた。しかしながら、時間的余裕がなく十分な

議論まで至らず、一部来年度に持ち越す結果となった。 

    また、一部のバス協会において指導内容の足並みが揃わなかったことから、令

和５年６月７日にセンター理事長名で各バス協会宛てに『巡回指導における指導

内容について（注意喚起）』の文書を発出し、今後実施する巡回指導については

マニュアルの遵守、疑義が生じた場合の対応等について徹底を求めたところであ

る。 

 

２ 負担金取扱業務 

   負担金については対象全事業者の約９７.６％の納付（令和６年３月３１日現在） 

  となった。令和５年度より負担金未納事業者に対して督促時期を早め、早期に行政 

に報告することにより負担金の早期回収を目指した。その結果、令和４年度末の回 

収率８９．８％から９７．６％と回収率が向上した。 
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 このように回収率を高めることが、センターの経営基盤の安定にも繋がり、ひい 

ては、センターの信頼にも繋がることから回収率の向上に向けた取り組みを推進す 

ることとしている。 

 なお、年度別の負担金未納事業者への取扱いについては、以下のとおりである。 

①平成２９年度報告１７件（事業廃止等７件、納付１０件） 

②平成３０年度報告  ７件（事業廃止１件、行政処分１件、納付５件） 

③令和元年度報告    ３件（事業廃止等２件、納付１件） 

④令和２年度報告  １６件（事業廃止等３件、納付１３件） 

⑤令和３年度報告 １１件（事業廃止１件、納付１０件） 

⑥令和４年度報告 １３件（令和６年３月納付命令１０件発出、納付６件） 

 

３ 苦情処理 

   令和５年度は、貸切バスに関する交通問題、マナー関係でのトラブルは３件寄せ

られたが、旅客からの苦情は寄せられなかった。 

 

４ 啓発活動及び広報活動 

 貸切バス事業に関する秩序の確立に資するための啓発活動及び広報活動につい

ては、引き続き車内に設置するエチケット袋に啓発メッセ―ジを印字したものを巡

回指導先の貸切バス事業者に配布し、活用していただくよう案内した。 

 

５ 総務業務 

 総務業務については、関係法令及び定款に基づいて評議員会及び理事会を開催し 

 審議結果に基づき業務を推進した。また、法定委員会である適正化事業諮問委員会

についても適宜開催し、審議結果に基づき事業を実施するよう努めた。 

    

○会議  

令和５年度は次のとおり会議を開催した。 

 

（１）評議員会、理事会の開催 

 

＜１＞ 評議員会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（２回） 

【第一回定時】令和５年６月２２日（木） 

議  題  ・「令和４年度事業報告」の報告について 

・「令和４年度収支決算」の承認について 

・理事の選任について 

・退任慰労金の支給について 

報告事項  ・令和５年度第１回、第２回、第３回理事会の審議内容について 

      ・令和５年度負担金の納付状況について 

【第二回臨時】令和６年３月７日（木）  

議  題   ・令和６年度事業計画、収支予算及び資金計画等について 
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      ・監事の選任について 

 報告事項   ・令和５年度第４回、第５回理事会の審議内容について 

       ・規程の改正について 

       ・巡回指導の実施状況について 

       ・令和５年度負担金の納付状況について 

 

＜２＞理事会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（５回） 

【第一回】 令和５年４月３０日（決議の省略による開催） 

 議  題 ・適正化事業諮問委員の選任について 

【第二回】 令和５年５月３０日（火） 

議  題 ・令和４年度事業報告及び収支決算について 

     ・定時評議員会の招集について 

       「令和４年度事業報告」の報告について 

       「令和４年度収支決算」の承認について 

報告事項 ・理事長及び常務理事の職務執行状況について 

【第三回】 令和５年６月５日（決議の省略による開催） 

 議  題 ・定時評議員会の招集について 

       常勤役員に対する退任慰労金の支給について（追加の議題） 

【第四回】 令和５年６月２２日（木） 

 議  題 ・理事長の選定について 

     ・常務理事の選定について 

【第五回】 令和６年２月２１日（水） 

議  題 ・令和６年度事業計画、収支予算及び資金計画について 

・令和６年度負担金の額及び徴収方法について 

・地方バス協会に巡回指導業務の一部を委託する契約について 

・規程の改正について 

・臨時評議員会の招集について 

報告事項 ・理事長及び常務理事の職務執行状況について 

     ・巡回指導実施状況について 

     ・令和５年度負担金の納付状況について 

 

（２）委員会の開催 

＜適正化事業諮問委員会＞・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（２回） 

【第一回】 令和５年６月５日（月） 

報告事項 ・適正化事業諮問委員の選任について 

議  題 ・適正化事業諮問委員長の選定について 

・令和４年度事業報告及び収支決算について 

        その他報告事項 

             ・定時評議議員会決議事項について 

               理事の選任について 

【第二回】 令和６年３月５日（火） 
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議  題 ・令和６年度事業計画、収支予算及び資金計画について 

・令和６年度負担金の額及び徴収方法について 

報告事項 ・規程の改正について 

・巡回指導実施状況について 

・令和５年度負担金の納付状況について 

 

６ 令和５年度「全国貸切バス適正化機関」連絡会議への出席（オンライン） 

   令和５年１２月６日（水）国土交通省主催の全国貸切バス適正化機関連絡会議が

オンラインで開催され、全国の適正化機関と巡回指導、負担金納付等に係る情報交

換、意見交換等を行った。センターからは、常務理事、適正化事業指導員が出席し

た。 

 

７ 寄附金による活動 

① 貸切バス事業者を対象に「管理者向け指導監督講習会」（自動車事故対策機構 

運輸安全マネジメント事業部講師）を全１１回実施した。 

令和５年度は令和３年度に開催しなかった東京都、埼玉県、千葉県、神奈川県

での実施となった。受講者数は地方バス協会会員事業者を含め８０７人であっ

た。 

② 全職員の研修として、静岡県小山町で発生（令和４年１０月）した貸切バス横 

  転事故現場を訪れ、現地調査及び添乗査察を実施し、下り坂の安全対策につい 

て再確認をすることができた。また、静岡県にあるデジタルタコグラフ及びア 

ルコール検知器を製作している会社を訪問し、意見交換を行った。 

 

８ 今後のセンターの運営について 

   センターも発足後７年が経過し、令和６年度より巡回指導については、①優良営 

  業所に対する特例措置、②特定の営業所に対する巡回指導の重点化の見直しが行わ 

れるなど取り巻く環境が変化しつつある中で、業務の効率化及び悪質事業者の国へ 

の通報を進めることとしている。 

また、令和６年３月に実施した『関東貸切バス適正化事業指導員研修』の内容を 

  踏まえ、令和７年の研修までに課題を深堀し、具体的に行政やバス協会に課題解消

に向けた取り組みを提案するなどして、センター、行政、各バス協会が足並みを揃

えた体制の整備を目指すこととしている。 

最後に、様々な環境変化に対応しながらも、基本は貸切バス事業の安全を担保し、

利用者の信頼を得るためには、行政、貸切バス事業者、センター、各バス協会の関

係者が連携して不断の努力を継続していくことが重要であると認識している。  
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令和５年度事業報告には、「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則」 

第３４条第３項に規定する附属明細書「事業報告の内容を補足する重要な事項」が存在

しないので作成しない。 

 

 

 

 

 

令和６年５月 

公益財団法人 関東貸切バス適正化センター 
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